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 感染力の強いデルタ株により、東京を含む首都圏以外にも感染が拡大しました。緊急事態宣言の

発令が 21 都道府県に及び、医療が逼迫している現状です。その中でも東京オリンピックに続き、

パラリンピックが開催され、身体に障がいのある方々が一生懸命競技する姿には驚きと感動があり

ます。「選手たちは障がいで何かが不自由な人ではなく、むしろ健常者が生かしていない力を発揮

している人たち」建築家で卒業生の永山祐子さんの記事にハッとさせられました。 

 

■同窓会だより 

🔶光葉同窓会ワーキングネットワーク委員会 

 日時：2021 年 9 月 18 日（土）14：00～  

（Zoom 開催：ご参加の方にミーティング ID / URL をお知らせいたします。） 

🔶第 29 回 秋桜祭 

11 月 13 日(土)・14 日(日)  詳細は次号でお知らせいたします。 

🔶朝日新聞 8 月 28 日朝刊「これからの都市 誰もが集える空間に」 

 永山祐子さん（生活美学科 1998 年卒業）の記事が掲載されました。今秋開催されるドバイ国 

際博覧会「日本館」の設計を手がけています。 

※光葉同窓会事務局は緊急事態宣言期間中（～9月 12 日）、休室させていただきます。 

 

■学園だより 

◆昭和女子大学女性文化研究所叢書第 12 集刊行記念シンポジウム 

「女性リーダー育成への挑戦〜企業女性への調査結果から〜」 

日時：   2021 年 9 月 14 日（火）18 時～19 時 30 分 

場所：  オンライン配信    参加費：無料 

参加方法：メルマガ本文の申し込みフォームに必要事項を入力してお申込みください。 

（締切り：9月 13 日） 

◆キャリア支援センター 

        ＜ 2021 年度秋期 社会人メンター募集のお知らせ ＞ 

    

「社会人メンター制度」は、学生が社会人から仕事や実社会での経験を伺うことで、 

将来働く自分の姿を具体的に考える機会を提供するシステムです。 

皆様、ぜひ後輩のためにご応募ください。（現職者歓迎） 

募集期間：9月 1日（水）〜9月 17 日（金） 

募集の詳細につきましては、 

社会人メンターネットワークのホームページはメルマガ本文からをご参照ください。 

               



 

 

■広げよう光の葉 

 

中島 正子さん （旧姓 加納）     1972 年 文家政学部生活美学科卒 

 

「江戸っ子から埼玉県新支部長へ」 

 

2021 年埼玉県新支部長になりました中島正子です。 

東京の下町に生まれ育ちは山の手の江戸っ子です。中学・高校は両親が選んだ東京の女子校に通い

ましたので、「大学は自分で！」と思い、昭和女子大学を受験しました。ESS クラブで英会話を学

び、「人生～片道旅行」でスピーチコンテストに出場。16 歳から毎年海外に飛び出すお転婆ガール

でしたが、国文の「お能の会」で毎月能楽を鑑賞し、浅草や歌舞伎座での新春歌舞伎鑑賞は年中行

事の一つでした。 

毎日、大学に通いつつ、合間に銀座や原宿で茶道、華道、ピアノ、お料理等を習いました。当時は

大学紛争など有りましたが、昭和女子大学は春に「昭和祭」が開催されており実行委員の一人とし

て白いブラウスにグレーのセミタイトスカートで活動していました。 

卒業後は、ユネスコ国内委員会に勤務。その後、毎日新聞の事件記者と結婚し、暑い中乳幼児を抱

えて人見記念講堂の緞帳（光葉の葉）の刺繍に通ったりしたことなども懐かしい思い出です。 

ワシントンに赴任中の 1994 年 5 月 22 日には、同窓会の星出会長はじめ、皆様がボストン校から

ワシントン D.C にお見えになったので、中華料理店でおもてなしを致しました。その際、人見楠郎

先生に依頼され、藤の花総絞りの着物姿でワシントン生活の話をしたことが、とても懐かしく感じ

られます。また、渡米中に卒論を指導していただいた人見昌子先生の訃報に接し、三日三晩涙し、

大宮（さいたま市）に帰国後、楠郎先生から「遅かったな・・・」と言われた悲しい思い出があり

ました。 

反面、嬉しい事に埼玉県人になり、支部長の坂下光子様に連絡をとり、「パンは人を笑顔にし、葡萄

酒は人生を楽しいものにする」と聖書にあるようにワイン、コンサート、旅行など共通の楽しみが

出来、埼玉県支部会に通うようになりました。まもなく同窓会委員に推薦され、宇都宮線土呂駅か

ら往復 3 時間半かけ、大学には 20 年ほど委員として通いました。 

コロナの前年には生活美学科のクラス会幹事として、懐かしの 70 歳前後の美女たちに日比谷パレ

スに集合していただき、食後には 7 種類のデザートを準備して驚かせ、更に「女性文化」の本と 

校章マーク入りクッキーをお土産に用意して喜んでいただきました。 

また、今年は私が長年ボランティアで続けている「ポトマック茶論」国際文化交流：生活の美学

について、さいたま市の男女共同参画推進センターで Zoom 発表をさせていただきました。日米

40 年間の生活レベルでの活動を多くの方に知って頂けて嬉しく思いました。 

さて、今春から気持ちも新たに、長年の委員から新支部長としてスタートいたしました。 

坂下様、桑島様、群馬県前支部長の茂木様のご助言をもとに一歩一歩、ヒヨコ歩きの新米支部長

です。                                      【End】                               

 

 


